
吉原　美智恵 議員

自主防災組織の充実は
防災監を中心に進める町 長

【
吉
原
】
近
年
、
全
国
各

地
で
災
害
が
相
次
ぎ
、
本

町
で
も
例
外
で
は
な
い
。

　

防
災
は
、
自
助
・
共
助
・

公
助
と
言
わ
れ
る
が
、
大

災
害
が
起
き
た
時
、
救
助

隊
が
す
ぐ
に
来
る
こ
と
は

む
ず
か
し
い
。
ま
ず
自

助
・
共
助
が
特
に
大
切
で

あ
り
、
地
域
を
守
る
自
主

防
災
組
織
が
共
助
の
要
と

し
て
機
能
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。

　

そ
の
育
成
や
、
充
実
さ

せ
る
手
立
て
は
。

【
町
長
】
災
害
に
よ
る
被

害
を
少
な
く
す
る
た
め
に

は
、
自
助
・
共
助
が
大
切

年に一回の防災訓練

文
化
財
室
の
事
務
移
管
を
問
う

観
光
活
用
に
取
り
組
む

【
吉
原
】
文
化
財
保
護
に

関
す
る
事
務
を
町
長
部
局

（
観
光
課
）
に
移
管
す
る

意
図
は
。

　

社
会
教
育
イ
ベ
ン
ト
や

学
校
教
育
、
公
民
館
と
の

連
携
が
こ
れ
ま
で
通
り
に

対
応
で
き
る
の
か
。

　

ま
た
、
観
光
活
用
へ
の

幅
が
広
が
る
こ
と
は
理
解

す
る
が
、
開
発
行
政
と
文

化
財
保
護
と
の
中
立
性
は

保
て
る
の
か
。

【
町
長
】
移
管
の
意
図
は

文
化
財
の
保
存
・
調
査
を

行
い
な
が
ら
、
観
光
活
用

に
効
果
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
た
め
で
あ

る
。

　

教
育
委
員
会
と
の
連
携

や
中
立
性
に
つ
い
て
は
、

文
化
財
室
ご
と
移
管
す
る

も
の
で
、
大
き
く
変
わ
る

こ
と
は
な
い
。

【
教
育
長
】
文
化
財
保
護

町 長

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
、
防
災
監
を
中
心

に
、
各
自
主
防
災
組
織
へ

の
出
前
講
座
や
、防
災
士
・

自
主
防
災
組
織
の
代
表
を

集
め
た
研
修
会
な
ど
を
進

め
て
い
く
。

【
吉
原
】
43
集
落
に
ま
だ

自
主
防
災
組
織
が
で
き
て

い
な
い
が
、そ
の
育
成
と
、

い
ま
あ
る
防
災
組
織
の
生

き
た
訓
練
や
地
域
に
合
っ

た
危
険
の
認
識
な
ど
、
課

題
の
解
決
は
。

【
町
長
】
専
門
的
な
知
識

や
経
験
を
有
し
た
防
災
監

が
実
情
を
把
握
し
、
指
導

し
て
い
く
。

審
議
委
員
会
の
委
員
定
数

を
２
人
増
と
し
、
町
外
の

専
門
家
を
加
え
、
中
立
性

は
確
保
す
る
。

【
吉
原
】
法
改
正
に
と
も

な
い
、
県
に
つ
い
で
い
ち

早
く
取
り
入
れ
る
わ
け
だ

が
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

調
査
や
、
保
存
に
か
か
わ

る
人
材
や
予
算
の
確
保
は

大
丈
夫
な
の
か
。

【
町
長
】
文
化
財
保
護
の

予
算
を
減
ら
す
考
え
は
な

い
。

保存と活用が問われる文化財（所子重伝建）
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